
設計概要1つばさ杭®工法
先端翼付き回転貫入鋼管杭工法
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杭の支持力

地盤から決まる杭の長期許容押し込み鉛直支持力は次式により算定します。（短期は2倍）

地盤から決まる杭の短期許容引き抜き支持力は次式により算定します。（長期は対象外）
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先端引き抜き支持力係数
砂質地盤の杭周面摩擦力係数
粘土質地盤の杭周面摩擦力係数
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粘土質地盤の平均一軸圧縮強度(kN/m2)
粘土質地盤に接する長さの合計(m)
杭周長(m)
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杭先端位置

A. 通常タイプ B. 拡頭タイプ
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閉端タイプ

開端タイプ 閉端タイプ

: 鋼管外径、一般部外径（m)

杭先端より下方1     、上方1     の範囲の平均   値
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先端支持力係数
砂質地盤の杭周面摩擦力係数
粘土質地盤の杭周面摩擦力係数

先端有効断面積（m2）
: 先端翼径（m)
: 鋼管外径、一般部外径（m)

砂質地盤の平均   値
砂質地盤に接する長さの合計(m)
粘土質地盤の平均一軸圧縮強度(kN/m2)
粘土質地盤に接する長さの合計(m)
杭周長(m)
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設計概要2つばさ杭®工法
先端翼付き回転貫入鋼管杭工法
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杭間隔

杭材の許容応力度

施工地盤面（液状化するおそれのある地盤の場合は、その下端面）から先端翼径の7倍以上かつ5m以上とする。

: 杭の最小中心間隔（m）
: 鋼管外径（m)
: 先端翼径（m)

短期許容応力度は、長期許容応力度の1.5倍とします。

※拡頭タイプを設計する場合は、事前にご相談下さい。

【適用支持地盤】
砂質地盤（礫質地盤を含む）

【施工深さ】
施工地盤面から鋼管外径（拡頭タイプの場合は一般部外径）の130倍以内で、
　　閉端タイプ　60m以内
　　開端タイプ　87m以内
　　とする。

【最小施工深さ（引き抜きを考慮する場合）】
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杭材の長期許容応力度は、次式より算定します。

: 許容圧縮曲げ応力度（N/mm2）
: 許容せん断応力度（N/mm2）
: 鋼管の厚さと径の比を考慮した基準強度（N/mm2）
: 杭材の基準強度　
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: 腐食代外面1mmを考慮した鋼管の厚さ（mm）
: 腐食代外面1mmを考慮した鋼管の半径（mm）
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